忍路臨海実験所 利用者各位
当実験所を利用する際は、次の事項について遵守及びご協力方よろしくお願いします。

	・17時00分から翌日の8時30分までは実験所の管理員がいませんので、「火気」、「盗難」の予防に留意し、特に暖房機器の取扱い、煙草の吸い殻等については十分注意すること。

・入浴の時間は、16時から21時までです。

・小樽市のゴミ収集が「有料化」となりました。ついては、利用者各位において、ゴミを最小限に減らす等のご協力をお願いします。

・各室の備品は丁寧に取扱い、移動するときは管理員の許可を受けること。

・他人に迷惑を及ぼす行為は慎むこと。
・施設を退去するときは、その旨管理員に連絡すること。

・施設の使用に当たっては、管理員の指示に従うこと。
・実験所前の進入路を通行する際は、山側からの落石等にご注意下さい。また、実験所周辺は土砂災害特別警戒区域となっています。利用日に予想される気象情報等によっては、当日の利用をお断りすることがありますので、予めご了承ください。





	・船舶は、「船舶操縦士免許証」を有する管理員が操縦します。

・利用については、管理員が勤務している時間帯に限ります。

　（月－金曜日　8:30－16:30、土曜日　8:30－11:30　　※日曜祝日を除く）


連　絡　先

＜忍路臨海実験所＞

　〒048-2561　小樽市忍路町1-460

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター　水圏ステーション忍路臨海実験所

℡：0134-64-2303

＜事務担当＞

　〒060-0811　札幌市北区北11条西10丁目

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター　学術協力担当

℡：011-706-3452 / 011-706-3908　　FAX：011-706-4945

E-mail：oshoro@fsc.hokudai.ac.jp

別紙様式1
	受付番号
	　　―　　　　


施設利用申請書
令和　　年　　月　　日

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター長　殿

（申請者）

住所（〒　　　－　　　　）

所属機関
所属長氏名
	責任者
利用
	所属・職名
	

	
	住所
	

	
	氏名
	
	電話番号
	

	
	E-mail
	
	ＦＡＸ
	

	施設
利用
	利用施設名
	忍路臨海実験所

	
	利用箇所
	

	目的
利用
	（研究課題・研究（調査）目的を記入願います。）



	内容
利用
	（具体的に記入願います。）



	利用期間
	令和　　年　　月　　日　～　令和　　年　　月　　日（　　　　　　日間）

	利用者
	区分
	北大・教職員
	北大・学生
	他機関・教職員
	他機関・学生
	その他

	
	人数
	
	
	
	
	

	
	日数
	
	
	
	
	

	宿泊施設利用の有無
	（宿泊施設を利用する場合は別途「宿泊施設利用申込書」を提出願います。）

□　宿泊施設利用希望有り　　　　　　　　　　　　　□　宿泊施設利用希望無し　

	船舶利用の有無
	□ 船舶利用希望有り（利用時間：　　時　　分～　　時　　分）
□ 船舶利用希望無し

	その他特記事項（機材・備品等の使用希望，作業補助を必要とする場合は，その内容等についても記入願います。）
利用時間：　　　時　　　分～　　　時　　　分

	※センター記入欄
利用人数　　　人　×　利用日数　　　日　×　日帰り利用実費　２００円　＝　　　　　　円


注
1）施設の利用にあたっては，各施設の担当者と事前に協議願います。


2）各施設の指定する必要審類を添付願います。
（別紙）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施設利用者内訳　　　　　　　　　　　　整理番号：　　－　　　　
	番号
	所属機関等名
	職名・学年
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(フリガナ),氏名)
	性別

	
	
	
	
	

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	

	6
	
	
	
	

	7
	
	
	
	

	8
	
	
	
	

	9
	
	
	
	

	10
	
	
	
	

	11
	
	
	
	

	12
	
	
	
	

	13
	
	
	
	

	14
	
	
	
	

	15
	
	
	
	

	16
	
	
	
	

	17
	
	
	
	

	18
	
	
	
	

	19
	
	
	
	

	20
	
	
	
	

	21
	
	
	
	

	22
	
	
	
	

	23
	
	
	
	

	24
	
	
	
	


備考

　１　利用者全員の氏名を記入して下さい。

　２　使用料欄以外は全て記入して下さい。
≪ 注意事項 ≫





≪ 船舶の利用について ≫








